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モジュール名称：モジュール３： MOTにおける倫理的考慮の重要性（1）

一覧表

	キーワード
	解　説

	技術災害


	技術（テクノロジー）のかかわる事故や不祥事のうち、とくに不特定多数の者をまきこみ、被害が甚大であるものを指す。

	ボパール事故

(Bhopal)
	アメリカのユニオン・カーバイド社がインドのボパールに作った農薬工場から有毒ガス（メチルイソシアネート）が流出し数千人が死亡した事件(1984年）。

	インテグリティ(integrity)
	誇りを持って倫理的な基準を遵守する態度。科学技術倫理の文脈では、特に、内部告発といった極端な出来事ではなく、日常業務における意志決定において倫理的な問題意識をおろそかにしない態度について用いられる。integrityの概念は近年、科学研究の倫理において注目されてきている。commitee on assessing integrity in research environmentsは2001年から2002年にかけての報告書の中で、研究におけるintegrityをどのように高めたらよいかを提言している。

	技術移転

(technology transfer)
	ある地域や分野で開発された技術を別の地域・分野でも利用すること。

	アーミッシュ（Amish）


	1720年代から30年代にかけて、現在のペンシルヴァニアに入植したキリスト教再洗礼派の人々。現在、ペンシルヴァニアを中心とし、全米22州とカナダ・オンタリオ州に約５万人が暮らす。質素、自給自足を旨とし、新しい技術が現れたとき、それらが彼らの信仰生活の質素さに反すると判断した場合には、受け入れない。このため、自動車とか電気製品を彼らは拒否し、18世紀の生活様式を維持して暮らしている。

	スリーマイル島原発事故
	1979年3月28日、ペンシルヴァニア州中部、州都ハリスバーグ近郊のサスケハナ川中州に位置するスリーマイル島原子力発電所で起きた炉心溶融事故。出力959000キロワットの加圧水型原子炉（原発２号機）において、２次冷却水系の給水ポンプが故障によって停止した結果、一次冷却水が沸騰し、炉内水位が低下、炉心が露出し、水素爆発を起こした。この事故以後、アメリカ合衆国では原発建設の中止が相次ぎ、原発政策の転換を促す大事故となった。



	Sevesoのダイオキシン爆発事故
	イタリア・ミラノ市北20kmのセベソ市において、ICMESA社のTCP（2.4.5トリクロロフェノール）反応炉が爆発、ダイオキシン類で最も毒性の強いとされるTCDD（2.3.7.8テトラクロロジベンゾ-パラ-ダイオキシン）が長さ6kmにわたって流出した事故。

	Exon Valdez号重油流出事故
	Exon Valdez号が暗礁に乗り上げ（船長は飲酒しており、三等航海士が操舵していた）、３万8800トンの原油がプリンス・ウィリアムズ湾に流出。座礁しただけで積載していた重油がすべて流出するというタンカーの設計も問題になり、その後、IMO（International Maritime Organization）において、タンカーの設計についての規制強化（1992）につながった。
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